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 ティーン・ムールティ・ハウス(Teen Murti House)と呼ばれるこの建物は、1947 年のイギリ




た。そして 1966 年 4 月にインド政府は、ネルー記念博物館・図書館を管理運営する自治組織












容とする手紙」、即ち後に『父が子に語る世界歴史』Glimpses of World History として刊行さ
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が、大英帝国内における自治領(dominion)の地位獲得を前提としたものであったため、完全自
治(purna swaraj、complete self-rule 即ち独立)を標榜するネルーやボーズの批判を受け、更に
は宗教別分離選挙廃止を唱えたレポートであったことから、ジンナー指導のムスリム連盟の賛
同も得られなかった。インド旅行前のにわか勉強でこの頃のネルー父子の「軋轢」が頭にあっ
たため、案内してくれた博物館スタッフに二人の関係を聞いてみた。彼の答えは、‘Well, it was 













ジ到着一週間後に、父宛に書いた 1907 年 10 月の手紙である。‘Dear my father, Tomorrow I 
complete my first week at Cambridge but I have hardly settled down yet. I have only just 
succeeded in making up a list of the lectures I have to go to, and even that is liable to 
alteration. As for games I have not taken part in a single one yet. I sent in my name for the 




ンドンの法学院（一般には Middle Temple であったと言われているが、博物館スタッフは Inner 
Temple と説明）に入学する。ネルーはアラハバードで、家族と離れることなく父ネルーとと
もに弁護士活動を行おうと考えていたと思われる。不思議とネルーがこの法学院に在学してい
た 2 年間についての情報が、パネル展示でもネルーの『自叙伝』の中でも殆ど残されていない。 
他方、古文書室保管史料の中には、父ネルーと孫娘インディラとの強い結びつきを示すもの
もある。1926 年 3 月から約 2 年間、ネルーはカマラとインディラを連れてスイスのジュネー
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ヴに滞在するが、その間ネルーはインド人訪問者のほかにロマン・ロランに会ったり、ブリュッ
セルで開かれた被圧迫民族会議に出席したりしている。この頃送られた父ネルーのインディラ
宛の手紙は、孫娘への愛情で満ちている。‘You should learn to speak French. But do not 




もう一つは個人の私文書である。前者には、全インド会議派委員会(All India Congress 
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